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新社屋の建設

クリーンエネルギーの活用

自然光を最大限に活用した設計

新社屋は、働きやすい環境を提供するために設計されています。明るく開放的なオフィススペースや、

社員同士のコミュニケーションを促進する共用スペースを備えています。また、太陽光発電システム

を設置し、クリーンエネルギーの活用を推進しています自然光を最大限に活用した設計が特徴です。



環境問題に対応した新船建造　第一号松島（押船:第三号松島）

環境問題に配慮したクレーン船を建造

国際大気汚染防止原動機証明取得

環境船建造の背景

弊社の環境理念の、豊かで美しい天草と有明海を含む自然環境に囲まれた地域での活動を通じて、環

境型社会の構築に貢献し、次世代へより良い環境を提供する使命を全うしています。その一環として、

環境への負荷低減を追求し、持続可能な未来の実現に向けて新船の建造にふみきりました。

「国際大気汚染防止原動機証明」のクレーン船は、現代の環境問題に対処するための革新的な取り組

みです。クレーン船の製造において、低排出ガスエンジンや再生可能エネルギーの活用など、環境へ

の配慮を最優先にました。これにより、大気汚染の削減に寄与し、地域の空気品質向上に貢献し、継

続的な環境問題への取り組みを行っていきます。



私たちのビジョン

国際大気汚染防止原動機証書（MARPOL条約関係）、国際大気汚染防止原動機証書,MARPOL条約に

基づき発給される証明書です。 船舶の原動機がNOx（窒素酸化物）排出に関する規則に従って放出量

国際大気汚染防止原動機証明

環境への責任を全うし、持続可能な

ビジネスモデルの実現を目指してい

ます。私たちは環境型社会の構築と、

次世代への環境を守り抜くための積

極的なステップを踏み出し、環境に

配慮した事業活動を通じて、地域社

会と共に進化し、環境保護に貢献し

ていきます。



有限会社山本建設工業は、豊かで美しい天草と有明海を含む自然環境との共存を

最重要課題であると認識し、事業活動のあらゆる面で環境に配慮した環境型社会

の構築、そしてより良い環境を次世代に橋渡しするため、事業活動を通じて環境

負荷の低減に貢献します。

環境保全活動を推進するにあたり、以下に主な活動項目を掲げ取り組みます。

1. 当社の事業である「海洋・港湾土木工事」「陸上土木工事」の各領域において、

　 環境に与える影響を低減するとともに、環境型社会の実現に努めます。

① 二酸化炭素の排出量の削減に取り組みます。

② 環境に配慮した工事を実施します。

③ 建設リサイクル法のよる適正処理を行います。

④ 水使用量の削減に努めます。

⑤ 循環型リサイクルの推進を行います。

⑥ グリーン購入を推進します。

⑦ 地域貢献活動に取り組みます。

これらについて環境目標・活動計画を定め、定期的に見直し継続的な改善に努めます。

2. 環境に関わる法律・規制その他公的基準を遵守します。

3. 環境方針は、全社員に周知するとともに、社員教育や日々の事業活動を通じて社員の

環境に関する意識の向上を図ります。

4. 環境管理に関する情報は、社外に公表し、地域社会とのコミュニケーション

を図ります。

制定日　2020年1月6日

有限会社　山本建設工業

代表取締役
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《事業所名》 有限会社　山本建設工業

《代表者氏名》 代表取締役　山本昭博

《所在地》 本社 〒861-6102 熊本県上天草市松島町合津6978

倉庫 同上

《環境管理責任者氏名及び担当者連絡先》

環境管理責任者 山本　勤矢

工事部門担当者 福田　文隆

船舶部門担当者 野崎　幸生

連絡先担当者 山本　勤矢

連絡先 TEL　0969-56-0539

FAX　0969-56-2838

E-mail　k.yamamoto＠titan.ocn.ne.jp

《事業内容》 建設業 海洋･港湾土木工事　及び　陸上土木工事

許可番号 熊本県県知事許可　特定-1　第1905号

許可年月日 令和1年10月13日

許可業種 土木工事業 建築工事業

とび･土木工事業 石工事業

しゆんせつ工事業 舗装工事業

水道施設工事業 解体工事業

許可有効期限 令和6年10月12日

《事業規模》 設立年月日 昭和54年3月13日

資本金 22百万円

完成工事高 1,366百万円（2023年完成工事高）

事業年度 6月1日～翌年5月31日

従業員数 37名

事業所床面積 本社 190ｍ2

倉庫 128ｍ2

《認証・登録の範囲》

対象事業所 有限会社 山本建設工業　本社

事業活動 海洋・港湾土木工事、陸上土木工事

《環境活動レポートの運用期間及び発行日》

環境活動レポート運用期間

2023年6月～2024年5月

環境活動レポート発行日

2024年6月20日
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【エコアクション21における組織の実施体制】

【環境管理組織における機能】

経営責任者 ① 環境経営に関する統括責任
② 環境方針の策定・見直し
③ 環境活動レポートの承認
④ 環境方針の全従業員への周知
⑤ 経営資源の用意
⑥ 全体の評価・見直し

環境管理責任者 ① エコアクション21システムの構築・実施・管理
② 環境への負荷及び取組への自己チェックの実施
③ 環境活動レポートの作成・公開
④ 環境活動計画の作成
⑤ 各種環境教育・訓練の実施

⑥ 環境目標達成状況の確認

環境事務局 ① 環境活動責任者の補佐業務
② 活動データの収集
③ 事務管理

各部門長 ① 環境活動の取組の実施・確認・報告
② 是正・予防処置等の情報収集

従業員 ① エコアクション21システムの理解及び参加
② 問題点の報告

経営責任者

《代表取締役社長》

山本　昭博

環境管理責任者

山本　勤矢

《エコアクション21責任者》

環境事務局

川端　真由美

事務･経理部門 陸上土木部門 海洋･港湾土木部門

川端　真由美
福田　文隆
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野崎　幸生

陸上工事従事者 海上工事従事者



環境経営目標

活動期間：2023年6月～2024年5月　2022年度実績を基準年度とする。

①電気使用量

②燃料使用量

備考

1.購入電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力：0.406kg-CO2/kWh（2023年度排出係数）を使用しています。

2.一般廃棄物は、きわめて少量であるため行動目標としますが、発生パターン及び廃棄物量を調査していきます。

3.建設廃棄物は、発注件数及び工事の種類により数量は左右されるので、目標を適正処理を行うことを活動目標とします。

4.グリーン購入は、購入促進をする活動目標とし項目を削除しています。

環境経営目標の実績

①電気使用量

②燃料使用量

全件

目標

16,055

11,744

24,710

153

72,039

759

586

249,041

適正処理

762

37,718

943,020

17,198

16,219

11,864

24,962

154

2024.6～

100

217

204

212

221

m3

現場

事業所

回

件

ｔ

％

156

73,509

774

598

254,123

85

2

基準年

2026年度

（2.0%削減）

2026.6～

kWh

L

L

L

事業所

2022年度

37,337

933,494

17,025

kg-CO2

17,372

16,383

11,984

25,214

現場･宿舎

目標達成

目標達成

A重油

３．水資源使用量

 4．環境保全の取組推進(ボランティア)

 5．環境に配慮した工事の施工

２．廃棄物排出量 建設副産物

2

全件

220

215

2
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環境経営目標 単位

208

216

2027.5

2

全件

2

全件

L

現場

2023年度 2024年度 2025年度

2022.6～

2023.5

2023.6～

１．二酸化炭素排出量

ガソリン

軽油

灯油

38,099

事業所

現場

事業所

952,545

207

再資源化率

2

全件

現場

事業所

2

事業所

現場･宿舎

船舶

全体

現場 全件

100

595

252,852

適正処理

219

206

214

（0.5%削減）（1.0%削減）（1.5%削減）

72,774

766

592

251,582

適正処理

100

37,909

947,782

17,285

16,301

11,924

100

2024.5 2025.5

2025.6～

2026.5

全件

区分

589

250,311

適正処理

100

218

205

213

37,528

938,257

17,111

16,137

11,804

24,836

154

72,406

基準年

25,088

155

73,141

770

船舶

現場

環境経営目標 単位 区分

１．二酸化炭素排出量 kg-CO2

事業所

現場

kWh
事業所

現場･宿舎

ガソリン L
事業所

現場

軽油 L
事業所

現場

灯油 L
事業所

現場

A重油 L 船舶

２．廃棄物排出量 建設副産物
ｔ 現場

％ 再資源化率

３．水資源使用量 m3

事業所

現場･宿舎

船舶

 4．環境保全の取組推進(ボランティア) 回 全体

 5．環境に配慮した工事の施工 件 現場

952,545 957,685 5,140 1% 現場数・遠方現場の増加

38,099 35,346 -2,753 -7% 目標達成

17,372 16,867 -505 -3% 目標達成

16,383 19,811 3,428 21% 現場数・宿舎の増加

11,984 11,369 -615 -5% 目標達成

25,214 25,019 -195 -1% 目標達成

156 149 -7 -4% 目標達成

73,509 54,732 -18,777 -26% 目標達成

774 670 -104 -13% 目標達成

598 115 -483 -81% 目標達成

254,123 274,400 20,277 8% 船舶数・ 現場数・遠方現場の増加

適正処理 適正処理 適正処理 適正 目標達成

100 100

全件 100%

0回

2023.6～2024.5

目標 実績

208 411 203 0%

216 82 -134 -62%

差異

0 0%

221 230 9 4%

結果の評価

現場数・宿舎の増加

目標達成

目標達成

0



1.二酸化炭素排出量の削減

① 電気使用量の削減

1

2

3

4

5

② 化石燃料使用料の削減

1

2

3

4

5

6

二酸化炭素排出量　kg-CO2・kg-CO2/完成工事高(百万円）

〇 〇 〇 〇

不要な照明の消灯

PC･OA機器の省電力設定

照明器具のLED化

〇 〇 〇 〇

△ 〇 〇 〇

△

事業所：目標に対し-7%実現　

〇 〇 〇 〇
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エアコンの温度設定を決め実行する

〇 △ 〇 〇

〇 △ △ 〇

〇 〇

担当

〇 〇

〇 〇 〇 〇

△ △ △ 〇

△ △ △

今後の取組

定期的に確認をおこなう。

車両・重機の点検を確実に行う

電気自動車の購入

取組評価

エコドライブ・作業員の乗り合わせ等、各現場にて実施されていた

遠方現場・使用台数の増えた事により増加

保有車両の増加した。ハイブリッド車・電気自動車の購入

取組目標

8月 11月 2月 5月

8月 11月 2月 5月

取組実績

　新社屋での電気使用量の把握

現場：遠方現場の増加により宿舎数が増加

エアコンの使用方法の工夫及び温度設定の徹底

宿舎での節電呼びかけ

〇 〇 〇 〇

達成手段

取組評価

今後の取組

節電シールの貼付

川端

福田

担当

エコドライブの推進

車両･重機のアイドリングストップ

現場移動の乗り合わせ

車両･重機のオイルの点検整備

タイヤの空気圧の点検

重機の負荷をかけないように80%の能力で使用

〇：実施できた　△：まずまずできた　×：不十分

エアコン温度設定表示

エコドライブ推進ステッカー

0
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700
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900

1000

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000

2019 2020 2021 2022 2023

二酸化炭素排出量 排出量/工事高

512,409kg-CO2

÷677百万円=756.88
595,804kg-CO2

÷830百万円=717.84

892,911kg-CO2

÷997百万円=895.60

990,664kg-CO2

÷1030百万円=961.79

993,031kg-CO2

÷1366百万円=726.96



2.廃棄物排出量の削減

① 一般廃棄物の削減

1

2

② 建設廃棄物の処理

1

2

3.水使用量の削減

① 水使用量の削減

1

2

3

4.環境保全の取組推進(ボランティア)

① 環境保全の取組推進

1

2

3
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取組目標 達成手段 取組実績

担当

分別の徹底 〇 〇 〇 〇

両面印刷･裏紙の使用 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

マニフェストの管理の徹底 〇 〇 〇 〇

8月 11月 2月 5月

8月 11月

今後の取組

継続して取り組む。

担当

川端

福田

〇：実施できた　△：まずまずできた　×：不十分

取組評価

分別ごみ箱を設置したことにより、ごみの入り口ができ分別されるよう

になった。

産業廃棄物については適正に処理されている。

2月 5月

産業廃棄物の適正処理 〇

〇 〇 〇

〇：実施できた　△：まずまずできた　×：不十分

取組目標 達成手段 取組実績

8月 11月 2月 5月 担当

川端

取組評価

ラベルの貼付や声かけで節水に対する意識付け

新社屋での使用料の把握

現場宿舎での節水に積極的に取り組む

節水ラベルの貼付 〇 〇 〇 〇

トイレ用タオルの洗濯回数の削減 〇 〇 〇 〇

エコ泡沫金具の取付 〇

今後の取組

継続して取り組む

〇：実施できた　△：まずまずできた　×：不十分

取組目標 達成手段 取組実績

8月 11月 2月 5月 担当

事務所周辺の清掃活動 〇 〇 〇 〇

山本
現場事務所･現場周辺の清掃活動 〇 〇 〇 〇

地域ボランティア活動への参加 〇 × × 〇

現場周辺の清掃活動は定期的にされている、事務所周辺の清掃活動は

もう少し積極的に行うようにしたい。

試行期間中の地域ボランティア活動が実施されなかったので実績なし

継続して取り組む。

取組評価

今後の取組

節水ラベルの貼付

天草海道おもてなし一斉清掃



5.環境に配慮した工事の施工

① 環境に配慮した工事の施工

1

2

3

4

5

弊社保有船舶（第28松島）SUMITOMO　SF700HDを　

KOBELCO　BM1500Gに載替
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〇：実施できた　△：まずまずできた　×：不十分

取組目標 達成手段 取組実績

8月 11月 2月 5月 担当

低騒音･低振動型建設機械の使用 〇 〇 〇 〇

福田
野崎

排出ガス対策型建設機械の使用 〇 〇 〇 〇

粉塵抑制 〇 〇 〇 〇

船舶･機械の使用前点検及び油流出防止 〇 〇 〇 〇

生分解性グリースの使用 〇 〇

また、環境に配慮した工夫を考え取り組んでいく。

〇 〇

取組評価

実施できている。

起重機船のクレーンを環境対策クレーンに載せ替えた。

ハイブリット車両の購入

環境船（第一松島）建造

今後の取組

継続して取り組む。

環境型クレーンの購入（載替）

KOBELCO BM1500G

2022.5



当社の事業活動に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、法令違反はなく、関係
機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。 環境管理責任者:　山本　勤矢　　印

有限会社　山本建設工業

代表取締役
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海洋汚染防止法
油等の排出時は海上保安部に報告
有害液体物質による海上汚染の防止

2024.5.31

主な環境関連法規名 主な遵守事項 遵守状況

建設リサイクル法
（建設工事に係る資材の再資源化等に
　関する法律）

〇
建設廃棄物の発生抑制とリサイクル推進
特定建設資材廃棄物の分別･再資源化

〇

振動規制法
特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の振動レベルの遵守

〇

グリーン購入法 エコ関連商品の選択購入 〇

〇

オフロード法 〇

騒音規制法 〇

特定特殊自動車の使用制限

特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の騒音レベルの遵守

産業廃棄物処分委託
マニュフェストの交付･回収･管理の適正処理

廃棄物処理法

チェック実施日：2024.5.31

山
本

今年度は、新社屋の建設に踏み切った。自然光を最大限に活用し、さらに太陽光発電システムを設

置、クリーンエネルギーを活用した設計にすることで環境負荷の低減、さらには弊社の環境理念、

豊かで美しい天草と有明海を含む自然環境との共存すべく一層の貢献していきたい。

環境経営目標の実績については、新社屋に移転してからの電気使用量等の把握を行っていきたい。

現場での二酸化炭素排出量については、工事場所が遠方であったり、宿舎の増加により電気使用

量･水資源使用量は増加しているが燃料使用量は削減できている。工事の特性により船舶･建設機械

の使用量の減少と一概ではないが目標達成をしている。

環境経営方針、環境経営目的及び環境経営計画、実施体制の見直しは現段階では考えない。

今後とも環境負荷の低減に貢献していきたい。



1.二酸化炭素排出量の削減

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

7

2.廃棄物排出量の削減

1

2

3

1

2

3.水使用量の削減

1

2

3

4.環境保全の取組推進（ボランティア）

1

2

3

5.環境に配慮した工事の施工

1

2

3

4

5

担当者

川端　真由美

①　電気使用量の削減

取組目標 達成手段

エアコンの温度設定を決め実行する

不要な照明の消灯

PC･OA機器の省電力化

照明器具のLED化

節電シールの貼付

②　化石燃料使用量の削減

福田　文隆
山本　勤矢

エコドライブの推進

車両･重機のアイドリングストップ

現場移動の乗り合わせ

車両･重機のオイルの点検整備

重機の負担をかけないように80％の能力で使用

ユニック車の入れ替え

タイヤの空気圧の点検
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節水ラベルの貼付

川端　真由美
トイレ用タオルの洗濯回数の削減

エコ泡沫器具の取付

取組目標 達成手段 担当者
①　一般廃棄物の削減

分別の徹底

両面印刷･裏紙の使用

発生パターン及び廃棄物量の調査

産業廃棄物の適正処理

川端　真由美

②　建設廃棄物の処理

福田　文隆マニュフェストの管理の徹底

取組目標 達成手段 担当者
①　水使用量の削減

取組目標 達成手段 担当者

①　環境保全の取組推進

事務所周辺の清掃活動

山本　純平
現場事務所･現場周辺の清掃活動

地域ボランティア活動への参加

取組目標 達成手段 担当者

①　環境に配慮した工事の施工

低騒音･低振動型建設機械の使用

福田　文隆
野崎　幸生

排出ガス対策型建設機械の使用

粉塵抑制

船舶･機械の使用前点検及び油流出防止

環境型船舶の造船


